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オートコーダとその応用
Autocorder andlts Applications

Variouscomputer systems have bee=developed for=Se aSa d∂talogge｢･Fo｢

smaIIsc∂leappllCatbns.however′mOS10fthemturno=ttOOeXPe=SrVea=dmvolve

technicaldifficultiesin appllCat旧∩.Hitachj A=tOCOrde=sasmallsizedat∂logge｢

speciallv developed for smallscale 叩Plications･lts†==Ctio=′ CO=St｢=Ctio=′

applic∂timfje札andex∂mPlesofappl●C∂tiona｢edescribedin仙sa｢ticle･

l】 緒 言

現代は情報化の時代といわれ,われわれを取り巻く情報量

は増大の一途をたどっている｡また一方,省力化は時代の要

請であり,これらの情報の収集,加工に際しては,できるだ

け人力にたよることを避けねばならない｡

大規模なプラント,または広域にわたる環境汚染計測など

にあっては,中央に電子計算機を据(す)えたデータ収集シス

テムが発展し,それぞれの目的に対して成果を上げている｡

一一方,受電変電所の電力日報の作成,プラント諸量または局

所的な環境汚染値の測定といったものは,大部分が依然とし

て人手にたよっている｡これらに対しても自動測定の要請は

根強いものがあるが,なにぶんにも計算機システムはコスト

が高く,小規模の測定対象には適用しにくいのが現状である｡

オートコーダはこれら′ト規模システムのデータの測定,監

視,記録といった作業を自動化することを目的に開発された
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システムで,目的に対して最小限のハードウェアでシステム

を構成することを基本としている｡

オートコーダはハードウェアの面からみて次の2椎に分け

られる｡第一-は単にデータを取り入れて監視,記録を行なう

J900シリーズであり,第二は簡単な四則演算,殻大,最小,

平均処理などの演算機能を備えたJlOOOシリーズである0

本文ではこれらのシステムの適用例を中心に,その動作お

よび構成について述べる｡

凶 オートコーダの機能と構成

2.1J900シリーズ オートコーダ

J900シりⅥズは人力諸量をタイプライタに印字記録するに

あたり最も恭本的なハードウェアのみを備えた装置である｡

図lはJ900シリーズのブロック図を示すものである｡電圧,

D｡D3D2[),

SP

チャンネル信号 キャラクタ信号

/一山､
r/＼---一一＼

･′卓=l=ラ1･--一一･N′
ASAHD｡D3･--SP

正時2舟前

タイプ準備

(RC)

図l ブロック図(+900オートコーダ)
印字するオートコーダのブロック図を示す｡

Flg.1B10Ck Diagram(+900A=tOCOrder)

*日立製作所那珂工場

三肇

手動チャンネル
手動 呼出し

起動

毎正時

(スキャニング開始)

アナログ入力量,パルス入力量を取り込んでタイプライタに

注:1.各ゲートの∂--a′

P.～Pmはチャンネル信号を
示す｡

2.データブスの点線1本

はBCDlけた(842りを示す｡

本図はデータ最大4けたの

場合を示した｡
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′心礼iんり空ち･どのアナログ呈はすべて--･次変操器で直流電J-1三

に餐根きれ,アナログゲートを過Lてアナログ･ディジタル

′な椎貸削以‾卜A′･′D盤根器と略す)に人りディジタル呈に変摸

されィニ〉

Ji■に九F一三二,さ右こJぎ言ニノ1･と､､はパルス人力となり,カウンタで累ネノそさ

れる･A//D′別布ニけ.1壬亡7川りJ,カウンタ出力およぴディジタル

帖.汁こ′川†川士J∫J■‾)JJグ)のゲートを過して共通のデ【タバスに

柁紙されていろ一 二のデータはディジタル(2進化10進符号-

BCD)の彬になってし､る｡

スキャニンブコントロ【ラからのチャンネル†,言号により,

jj♂)おののゲーートが順次開かれディジタル時計,A/D変換

器,カウンタの内答が順次データバスに送り=される｡

デ【タバスには表ホ器が接続されていて,そのときのデー

タの佃をホす(〕--一一九 データバスはコード変枚器に接続され,

スキャニングコントローラからのキャラクタイ‾r‡引二よI)各け

たごとグ)データが順次コード変摸器に取り込まれ,10進符号

に変托されタイプコントロ【ラに送られる｡タイプコントロ

ー､ラは,二の†∴ぢ‾をタイプライタの駄動コイルを動作させる

まで卜分に捌J"し,タイ70ライタに印字動作を行なわせている｡

スキャニングコントローラはディジタル時計からの正晴信

り‾に上って起動され,チャンネル†;子号が各ゲ】トに印加される｡

芥子ヤンネル†∴リーは10分1判きれ,存分仙二適当な機能(A/D

変柁詩話起動,データ糾ナたコード変換など)が判り当てられて

いる(-〉 チャンネルイ∴号を10分刑Lたおのおののキャラクタt言

Iノーの一粧たすべきf貸付=ま一舟別ニチャンネ′レによって異なる｡

図2はスキャニングコントロ【ラの構成図をホすものである｡

このなかのフォーマット選択上垣柑各が各キャラクタイ三言号に役割

を1切り当てる働きをしている.っ

スキャニングコントロ【ラは,ディジタル時計からの正時

イ･i号によって起動きれるとともに,手動起動も可能でこれに

より任意時刻に一連の印字を行なわせることができる｡また,

手動チャンネル選択スイッチで任意チャンネルのデータを表

ホ器に表示させることかできる｡

チャンネル信号 キャラクタ信号
{

＼

シL_ 互_)G2〕･官･ N A

0

SAHPD｡---SP

††什...........†
′二Tgト

ー=_9

8f410;
カケンタ ウ声套

弧 温
手動チャンネル

自動起動

(ディジタル

㍉芸志岩
図2 スキャニングコントローラ 本国はチャンネルゲートを開閉す

るチャンネル信号とタイプライタの印字フォーマットを決めるフォーマット選

択回路,キャラクタ信号を示す｡

Fig･2 Sca==i=g Controller
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2.2 JlOOOシリーズ オートコーダ

JlOOOシリーズは,准本的にはJ900シリ【ズに州別i寅算を

付加Lたもので,さらに高度のデータ処理を行なわせること

が可能である｡J900シリーズは,ハードウェアが簡単である

ため,いわけるロジック阿路を配線でつなぎでナわせて所要の

論J三一旦を実現しているが,円則計算を丹む場介は一般に回路か

声望推となり,また仕様も多岐にわたるためハードウェアの標

準化が行ないにくい｡二の解決策としていわゆるCPUチッ

プと呼ばれるLSI(大規校勾三横回路)を中心としてハードウ

ェアを帖成し,プログラムでもって必要な仕様を実現するい

わゆるソフトワイヤリンデの手法が用いられている｡

図3ほJlOOOシリーズオートコーーダのブロック阿を示すも

のである｡メモリ部はROM(Read Only Memory)とRAM

(Randam Access Memory)で構成されており,ROMに収

納されているプログラムによって全体の動作が指令される｡

すなわちこのプログラムに従って,アナログ諸量はアナログ

スキャナ,A/D変枚器を経由し,また接点入力あるし､はパ

ルス人力はそれぞれの入力部を経て,

り込まれる｡取り込まれたデータは,

算部で演算きれ,ディジタル州力部よ

はHl力機器に適Lた信号のフオ【マッ

メモリ部のRAMに取

プログラムに従って満

り出力するか,あるい

卜に変換された後,山

力機器コントローラを経由して,タイプライタあるいはテー

プパンチャなどの機器を作動させる()

プログラムが記怯されているROMは,読んで字のごとく

読み出Lヤ用メモリであり,256語のLSIを必要に応じ4～

12伯仲川Lている｡プログラムの吉き込み,つまり従来の配

線にf【‾i当する作業は,剖l子吉込み器でプログラムをこのLSI

に人れることにより完了し,一度書き込んだプログラムは,

停電を含め半永久的に保持される｡ブナ-フロログラムを変更す

る場アナは,紫外線月て号射により新品の状態にすることも可能で

ある｡

デー‾タエリアに使用するメモリ部は,書き込み読み出しが

必要なため,LSIのRAMが使用されている｡したがって停

電の場†ナは記憶されたデータはすべて消失する｡

演算郎に使用されているLSIのCPU(中央処理装置)チ

ップは,8ビットパラレル演算で,演算速度はインストラク

ションあた-)約20/∠Sと,通常のミニコンビュ【タ(以下ミニ

コンと略す)に比べほぼ1けた遅いが,タイプライタなどの

機昔ヱトを劇作させるには十分な速J空である｡

演算郎,メモリ部および各人川力部は一一体の茫(きょう)休

に収納L,チップコントローラという名称で標準化されてお

り,JlOOOシリーズオートコーダの主要構成部品となってい

る〔図4はチップコントローラの外観を,表1は標準仕様を

ホすものである｡

操作部はいわゆるオペレーターズコンソールと呼ばれる部

分で,仰鼓された時計により時刻を表ホするとともに,一定

時｢‡りごとに人ノJの収込み,出力機器の作動あるいはタイプラ

イタの時刻印字を行なわせる｡スイ･ソナ部はタイプライタの

定時起動,任意時刻起臥 データの呼川L表ホなどの機能を

有する｡

二の操作部は仕様により人恥=二変化することが多く,オー

トコ+ダ筐体に設けられたスイッチ類のみで構成される簡単

なものから,オペレーターズコンソールとして分離独立した

ものまでその柿成は多岐にわたっている｡

JlOOOオ】トコーダの特長は,すでに述べたように仕様的

にはI朋り演算を含む大帖な機能アップが行なわれていること

で,ハ】ドゥェア的にはチップコントローラが用いられてい
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図3 ブロック図(+1000シリーズオートコーダ) チップコントローラを利用Lたオートコーダのブ

ロック図を示す｡

Fig.3 Block Diagram(+1000Series Autocorder)

表l チップコントローラ仕様 チップコントローラの本体機弘 コ

ンソール機器,入出力に関する仕様を示す｡

Tabie l Specification of Chip Cont｢oller

図4 チップコントローラ CPUチップ,lCメモリおよびAノ/D変換器

を含むチップコントローラの外観を示すし､

Fig.4 Chip Cont｢oller

ることである｡チップコントローラのイメージは､いわゆる

ミニコンではなく,またハードウェアを配線の接続のみでヰ幾

能を出したものでもない,ちょうどその中問に位置する機器

といえるで､あろう｡

このコントローラに採用されているCPUチップは普通のIC

(集積回路)の形状をしており,機能的には数十佃以卜のIC‾,

MSI(小規模集積回路)を組み介わせたものと同等の機能を

持つI+SIである｡ディジタル技術の進歩によりコンピュー

タが単に一個の部品としてシステムに便I‾fJされ輸めた興味あ

る例といえる｡

田 適用分野と用途例

3.1 適用分野

オートコMダは緒言でも述べたように,′ト規模データ処理

に適した機構である｡小規模といっても2～3点の測定対象

では一一般に他の方法に比べて割高になるので,適jt規模は20～

本

体

機

能

演 算

四則演算(乗除算はソフトによる),論王里演算,比較など

8ビットパラレル演算

演算速度 約Z恥S/l命令

命 令数 48

メ モ リ
命令エリア ROM 256語単位で増設可 3k語まで

データエリアRAMlk語まで

ミントンM26,lBM了35タイプライタ他

コ

ン

ソ

】

ノレ

機

器

ASR33,し

入

出

力

Al

Dl

DO

AO

128点まで l-､5,または0､4V

192点まで DC24V 8mA接点

192点まで

12点まで

DC24V200mAトランジスタ接点

注:Dl,DO合わせてt92点まで,AO含まれる場合はAO【点につきDlまナ:はDO16点滅

70点程度のi州立対象となり,具体的には次のような分野とな

る-)

(1)′受電変電所の電力日報の作成

(2)プロセス量の監視,記録

(3)環境汚主砦測定における局所記録

(4)生産1二程における製品試験データの収袈

また,これらの分野で-･椴に安■求される処理機能は■卜記の

ような二項目である｡

(1)データの印7二(定時印字,任意時印字)

(2)苧軍報

(3)スケ【リング

(4)四則演算

(5)披大,最小

(6)平出J
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題汐

ぜ棚｢

図5 受電変電所日報用データ記録装置 時刻,電圧,電流,電力

量などl了量を定時にタイプライタに印字する裳置を示す｡

Fig･5 Data Logger For Substation

表2 入力測定項目 受電変電所日報の入力測定項目の一覧を示す｡

Table 2 +ist o=叩UtS(DataJo99er For Substation)

チャンネル

No.
項 目 入 力 最大定格 印字例 備 考

00

Ol 時 勢+ (A誌だ∨)
00()0

‾＼Z359
1880

02 取引用電力量計 レベルス侶OkWh
0000

‾-8,000kWh
7651

PT22kVハ川∨

CT200A/5A

03
受

電

電

流

A CT200/5A
008

～200A
191

04 B 105

05 C OIZ

06 配 電 電 力
PT3.3kV/l】0V

CTl.5kA′′′5A

0000

､9.000kW
7810-

07 力 率
PT3.3kV′/l10V

CTl.5kA乃A ±(50～100)% ‾098

08 配電電圧

l

PT4.5kV/150V
000【】

‾-4500V
3320◆

09

配

電

積

算

電

力

量

Fl
PT3.3kV/l川∨

CT200/5A

0000

､l.200kWh
0924

10 F2 0731

ll F3 llll

12 F4 l199

13 F5 0012

14 F6 0001

15 F7 0丁81

16 F8
0512

17 F9 100()

*:D固
定とする
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3.2 用 途 例

(1)受電変電所日報

図5は受電変電所用オートコーダの一例を示すものである｡

本装置は受変電設備の各柿電気量を計測し毎正時にその計測

値をタイプライタに自動印字するものである｡取引用電力量

計からは接点パルス信号,その他の測定量についてはPT,

CT二次側のACllOV,AC5Aを人力とし,ディジタル量

に変換して日報の作成をしている｡表2は人力測定項目の-一

覧を示すものである｡

(2)プロセス量の監視

オートコーダによる監視,記録の対象として適当なものは

直列に接続された電解そうのそう電圧の測定,多点温度測定

監視などである｡これらの場合には測定点数は-一一般に多くな

るが,同一･種類の測定対象であるのでハードウェアで比較的

簡単に装置を構成することができる｡

図6は76そうの直列に接続された電解そうの電圧を順次,

切り換えて測定する装置の外観を,また,図7は本装置のブ

ロック図を示すものである｡

(3)環ゴ菟汚染の計測監視

環こ囁汚染の計測監視においてもオートコーダが適用できる

分野がある｡大規模な広域監視網においては,中央に電子計

算機を据え測定値は各観測局からテレメータで中央に送られ

るシステムとなるが,′ト規模な局所的監視におけるデータ処

理,または大規模監視網の観測局においてデータの記録を要

する場合などには最大,最小,平均処理などの機能を備えた

オ【トコーダで十分である｡

ここでは図8に公的機関である公害センターへのデータの

送出,一斉(せし､)指令の受信を行なう企業側に設置されるデ

ータ処理装置を示した｡

公害センターへは燃料(重油,ガス)消費量,SO2,Sを送

出する｡重油およびガスを燃料とするバーナが13基あり,こ

軒

図6 電解そうそう電圧測定装置 76そうの直列に接続された電解そ

うのそう電圧ラ則定装置

Fig･6 Voltage Measuri=9Eq=ipme=t For E■ectrolyzers
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電解そう スキャニングゲート
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図7 電解そう そう電圧測定装置ブロック図 76そうの電角写そうの

そう電圧測定装置の二7ロック図を示す｡

Fig･7 B10Ck Diagram(Voltage Measu｢ing

Electrolyzers)

重油流量(パルス入力)

Eq山Pment Fo｢

=TIME=

係 数

!
ガス流量(パルス入力) 係

れらを任意の2グループに躾約して2組の介計量をテレメー

タにのせている｡各燃料消費量は流星計のパルス党イ‾i言器から

入力され,介計量に柑当したパルスレートで送出される(J

図9は本装置のブロック図である｡公害センターに諸量を

送出すると同時に測定量を定時にタイプライタに印字記錨す

るとともに,さらに高度なデ椚夕処理をするため紙テープパ

ンチャ(PTP)にも記録を行なわせている｡デスク盤の表ホ

器には時刻,温度補正された流量,SO2,Sが表示管で表ホ

されている｡

琴∫∧

図8 環境汚染監視装置 公害センターへの送乱 一斉指令の受信,定

時データ印字などを行なう企業側に設置されるデータ処‡里装置を示すヾ一

Fig.8 Envjronmenta】Po‖ution Monito｢

FLOW ====SOz= =S=====

自動印字指令

各ゲート切換

および制御

公害センター
送 受信
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SO2

図9 環境汚染監視装置ブロック図 公害センターヘのデータの送出,一斉指令の受信,定時データ

印字なとを行なう企業側に設置されるデータ処理装置のブロック図

Fig.9 B】ock D旧gram(EnvironmentalPo‖山ion Monitor)
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(4)製品試験データの収躾

図10は三相誘導電動機検鹿用オート

コーダを示すものである｡被試験電動

機の電圧,電流.,電力,周波数さらに

は各部の温度を計測し,ディジタル変

操の後,タイプライタおよび紙テープ

パンチャによるデータの自動集録を行

なっている｡

本装置には2台の誘導電動機が接続

され,無負荷試験,拘束試験,ヒート

ランなど合計16棺の項目が選択できる

ようにマニュアルコントローラが付属

し,おのおのの試験に応じて該当した

測定量が選択測定される｡テープパン

チャによる紙こテープは電子計算機のイ

ンプットとして使用されるが,固定デ

ータを打ち込むためのキーボードも付

拭している｡

図‖は本装置のブロック図を示すも

ク)である｡
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図10 三相誘導電動機検査用データ集毒景装置
トランなどの項目が選択できるデータ集錦装置を示す｡

Fig･10 Data Aq=isition Equipment For3Phase

T】ME DATA

1之:3¢. 1､2

A/D

時琴′

l..i
タイミング

ETR キャ

コン､ト

ご韓炸パ
L

図Il三相誘導電動機検査用データ集録装置ブロック図
三相誘導電動機の無負荷試験,拘束

試験,ヒートランなどの項目が選択できるデータ集録装置のブロック図を示す｡

Fig･tlB10Ck Diag｢am(Data Aquisitjon Equipment For3Phaselnduction Motors)

口 絵 言

以上,小規模データ処理装置としてのオートコーダについ

て概略を記述した｡

データ処理装置としては,昭和30年代の後平にいわゆるデ

ータロガーとして専用機が製作されたが,その後発展した電

子計算機システムに取って代わられた｡これにはいろいろの

煉因があろうが前者がシステムとしての融通性に欠けていた

ことも大きな一1邸二なっていると考えられる｡

オートコーダも基本的には専用機であり,融通性は人きく
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皇
き

ノw二仙.き
三相誘導電動機の無負荷試験.拘束試験,ヒー

lnduction Motors

PTP

マキ子アノiコ′ントロ斗

はないが本文で述べたようにチップコントロ山ラを応用した

JlOOOシリ【ズではかなりの融通性をもち,ローコスト,知

納期を実現している｡

今後,オ【トコーダは印字機(タイプライタ,ディジタル

プリンタなど)の進歩改良とあし､まってより小形になり,よ

り汎用的になり,手軽に使用できる省力機器としてその発展

が期待される｡




